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康
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史
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久能山下側にある石鳥居から数えて１１５９段の段数を誇り、
１１５９の数字に文字が当てられ「いちいちご苦労さん」と呼ばれています。
静岡鉄道日本平ロープウェイが開通 (昭和３２年 ) するまでは、
この石段のみが東照宮への参拝路でした。909 段上がったところにある
一の門から見る駿河湾の景色は絶景です。
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●静岡市駿府城跡観光バス駐車場 TEL 054-255-6868(要予約)
[8:30-17:00]1回2,050円/[17:00-翌日8:30]1回3,080円

【周辺駐車場のご案内】※詳細は各駐車場にお問合せください。

各種旅行会社クーポンご利用いただけます。

静岡県静岡市葵区七間町 1-15
TEL 054-255-3388

■着席４～８０名 ・ 立食１２０名様 
■定休日は事前に店舗へご確認ください

覚弥別墅覚弥別墅

●●

無庵無庵

観光バス
駐車場
観光バス
駐車場

乗
務
員
お
食
事
代
一
、五
○
○（
税
込
）

献
立
は
季
節
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

価
格
は
予
告
な
く
変
更
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

税
サ
込

五
、五
〇
〇
円

五
、五
〇
〇
円

七
、七
○
○
円
税
サ
込

二
鷹

一
︑一
五
九
〇
円
の
由
来

8,800円（税込）…二鷹 7,700円の会席に黒毛和牛ローストビーフが付きます。

6,600円（税込）…二鷹の組肴3種が桜えび葵和え1種、
牛大和煮ピンチョスが鶏桑焼きピンチョスに変わります。

一富士

三茄子

駿河竹籠会席は、6,600円（税込）、7,700円（税込）、8,800円（税込）のご用意がございます。
写真は7,700円の会席です。



各フロアご案内

お庭が見える掘り炬燵個室  8名様

個室 4名様

VIPルーム 20名様 重厚感ある外観が期待感を高めます

お庭を臨むガーデンラウンジ席 20名様

80名様まで収容可能の大宴会場

プロジェクターもご用意できます

小個室 16名様

1F

1F

3F 3F

2F

2F 2F

B1F


